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玄関

玄関-設計01
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1歩先のつくりかた

「1歩先のつくりかた」では、一つの例として、玄関の基礎立上りの室内側に断熱材を入れる工法を紹介する。
玄関框の下部の土台には気密パッキンを入れ、床下（外気）と遮断すること、断熱材は土台、基礎上部まで立ち上げることが重要となる。
玄関ドアはヴェナートＤ２仕様を紹介する。
玄関は壁に比べて熱の出入りが大きい部位のため、可能な限り性能のよいものを選ぶ必要がある。
玄関ドアの吊元（蝶番）側の枠は管柱とし、やむを得ず間柱とする場合は補強をする。
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押出法ポリスチレンフォーム保温板
3種  厚 50

床仕上材
厚板合板  厚 24
押出法ポリスチレンフォーム
保温板  3種  厚 90
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